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(
1)
提手

金留蓋
後

(2

)

置
(

着像ヒ

置位橫 (
6)

-

-

ダンイ フ

)

用ト紙ラ

付式

-

'

t

(9
)

器
節調

ーターツヤシ

(
3)

器閉開

-

タツヤジ(4
)

0

アサヒ

カメラ

◇

現

像

液

定着

液

電

燈燒

印

畵紙

。

燒枠

◇

現像

用

パット

1

1

本

-

附

:

三

1

本

1

屬定

圓

六

枚

::

:

.

五

1

個

-

お

價十

11

個

-

付

◇

暗室

燈應

用

の

箱

.

從

位置

フ

インダー

7

)

レンズ

取節

器

器

しょしんしゃ

ため

とく

つく

アサヒ

カメラ

は

初心者

の

爲特

に

造

られ

た

使

ひょい

極めて

簡単

な

カメ

ラ

で

、

フヰルム

を

入れ

て

、

シャッ

ター

を

押し

さえ

すれ

ば

、

初めて

の

かんにん

stii

...。

たやす

お方

で

も

、

お

子梓

方

で

も

、

りつ

は

姦

な

寫眞

を

撮る

が

出來

ます

。

容易く

しゃしん

と

こと

かい
機械

は

、

ファスト

カメラ

や

ミクニ

カメラ

の

國産

高級

カメラ

製作所

と

し

..

既に

定評

の

ある

.

ファストカ

メラウオークス

の

責任

製作

ですか

こくさんこラきラ

せいさく

丘

す

で

¥

35

︵

あんしん

ら

安心

し

て

御

使用

が

出來

ます

。

つぎ

どなた

上

次に

誰

方

が

讀ん

で

も

直ぐ

解る

様

に

とりあっ

か

取扱

ひ

から

、

撮し

方

、

現像

焼付

迄

P3

しよう

でき

すわかゃう

せつめい

しる

の

詳しい

說助

を

し

て

あり

ます

か

よ

くだ

ら

、

よく

お

讀み

下さい

。



外
芋 (

2
)

容
3

(

1

の

卷取

器

を

矢

の

方向

に

廻

はうかう

欠

わ

ながひ

し

乍

ら

引き

1

.

ゃく藏

すと

くらゐぬ

1

分

位

拔

け

ます

か

ら

拔

い

たら

ち

-C

ふとめがね

の

後

葢留

金

を

外し

、

葢

を

あけ

て

とりナ

フヰルム

取收

器

取

出し
とりっ汐

器

じゃ

.r2

:

ん

上段

に

フ牛

ルム

を

取付け

とりつ

からぢくとり

。

下段

に

空

軸

を

取付け

ます

。

E

ち

..

くしん

空

軸

は

芯棒

の

端

丶れめ

に

切目

の

ある

方

を

卷取

器

%

11

烹

き

とり

\

r

p

決す

。



\

/

す
に

.

、

up

.、

方
骘鞊

フヰルム

の

帶

を

と

わか

いろは

う

外側

に

し

て

、

先

端

を

持っ

て

ゆる

引き

、

下

部

の

糝取

軸

に

持

って

行き

ます

。

な

a

丶れめ

まき

-U

りャなぐ

卷取

金具

の

眞ン

中

の

切目

に

あかがみ

はし

さし

赤紙

の

端

を

差

込

11

三

回

手

で

廻し

て

は

づれ

ない

様

に

致し

之

す

。

§

込

111

las

手

で

やう

C2

卷取

器

に

一致

さ

せ

己

割れ目

次に

、

フキルム

の

卷い

て

ある

方

を

上

に

し

て

元

の

通リ稼

に

收め

未

す

。
は

うう

へゃととほはこ

◇

8

あとふた

收

めたら

、

後

悲

ピチット

閉め

て

卷㺨

器

を

%

\

の

方向

に

廻し

乍

ら

押し

ま

は

こなか

まき

すと

、

箱

の

中

の

卷

とり

1

つくわめまき

取軸

の

割れ目

が

卷

とり

取器

に

ピッタリ

は



(圖
三

-

タツヤシ

(
圖

二

第 ) (H- 第
)

.

いじゃら

とりつけ

4

\

以上

で

フヰルム

の

裝置

は

終り

まし

た

。

6

で

薪

然し

まだ

フキルム

は

出

て

居り

ませ

ん

から

こう

敏

あかまどみな

が

ま

汽

と

りき

はらこう

かいャら

に

ぐんぐ

十

五

六

回

お

廻し

に

なり

ます

2

\

いづやうゆび

第

一

圖

の

様

に

指

rt

手

が

出

て

変

す

。

でき

手

が

出

て

來る

-

もう

フヰルム

が

近い

と

こんど

云

ふ

知らせ

です

から

、

今度

は

ゆるゆる

ご

?

)

と

三

四

同封

廻し

に

なり

ます

ご

、

第

二

圖

の

如

知い虎わ

あかま

と

いじ

で

求为

く

、

赤

窓

に

1

と

云

ふ

字

が

出

て

w

リ

ます

。

1

だい

?

ん

でき

れ

で

フヰルム

の

第

1

番

が

出

て

來

た

の

すから

、

もう

シャッター

を

押し

さえ

すれ

ぱ

寫り

ます

。

お

寫し

に

なる

注意

(

1

)

お

寫し

に

なる

時

は

、

なる

だけ

明るい

處

な

お

選び

下さい

。

そして

必ず

光線

が

背後

から

來ろ樣ー

し

て

下

ださい

。

前

から

來る

光線

は

、

「

逆光線

云っ

て

初めて

の

お方

に

は

寫し

難い

もの

で

あり

ます

。

(

11

)

お

寫し

に

なる

もの

から

六

尺

以上

離れ

0

て

お

寫し

下さい

。

六

尺

以內

江定焦

點外

ですから

、

寫眞

か

ボケ

て

仕舞

ひ

ます

。

ところ

えらく

だ

かなら

こうせん

うしろ

ゃう

く

こうせん

ぞ

やく

こうせんい

うノにく

鳥

くいぜうはな

うつくだ

しざい

ない

y2MoY

-

2

がい

しゃしん

し

宏

第

2

はや

AJA

(

三

)

シャッター

は

瞬間

撮影

と

時間

撮影

の

11

種

を

備え

て

居り

ます

。

即ち

第

.

圖

A

を

押せ

ば

開き

好み

の

時間

だけ

露出

を

與

へ

て

手

を

放せ

ば

閉

ぢ

ます

。

瞬間

撮影

そな

ナ

な

、

だいづ

じかん

ろしゅっ



だい

..

づ

は

、

第

二

圖

B

を

引き出し

て

ない

て

、

A

し

尤尤

を

押し

た

け

で

瞬間

に

開閉

致し

ます

。

かいへい

い

に

シャッター

とき

(

g

)

開閉

器

を

押す

時

に

は

、

靜

かに

、

カメ

ゃう

』

.

くこちラい

。

くだ

ラ

を

動かさ

ぬ

様

特

(

五

)

瞬間

撮影

:

御

注意

下さい

。

すこく药ゐぅ

-

Q-

と

康

あひ

の

塲合

に

は

少し

位

動い

て

タイム

(

H

)

カメラ

を

何か

臺

の

上

に

でも

もの

で

も

寫せ

ます

が

、

なに

だ

いう

へ

の

時

に

は

、

はう

あんぜん

整

て

置く

方

が

安全

です

。

にっこう

ちょくし

4

、

はぁひ

(

六

)

日光

直射

の

場合

は

1

で

お

寫し

下さい

日産

で

も

、

四

.

五

.

六

·

七

·

八

.

九

.

がっゃう

こうせん

あか

十月

の

樣

な

光線

の

明るい

時

は

1

で

よろ
がっゃう

:

こうせん

よわ

とき

な

光線

の

弱い

時

は

、

1

秒

から

五

秒

位

しつない

くも

室内

や

曇っ

た

日

の

光線

の

明るい

月

は

11

]

べうくらゐ

べ

うこ

う

せん

よわっき

秒

から

五

六

秒

、

光線

の

弱い

月

は

五

秒

か

ら

八

秒

で

よく

寫リ

ます

。

ぼあひ

(

七

)

手

で

持っ

て

お

寫し

に

なる

場合

に

は

あ旭

まど

と

..

ろむね

後部

5

赤悉

の

虐

な

朐

の

あた

リー

當

て

、

-

ファインダー

よ

うつす

もの

ε

衣

な

が

うつ

位置

見

に

依っ

て

被

寫体

を

覗き

乍ら寫

ファインダー

うへよこ

し

ます

c

位置

見

は

上

横

-

二つ

付

い

て

あり

ます

から

、

上

は

位置

の

時

、

横

は

横

位置

の

時

、

お

使ひ

下さい

。

っかくだ

なつき

せつ

そら

くもう

みゆき

など

うつ

す

時

に

は

、

第

四

圖

の

織り

を

2

に

し

て

下

絞り

は

自由

に

調節

出

來之

す

まき

求い

虎

き

(

九

)

フヰルム

は

1

卷

四

枚

卷

で

、

1

から

№

吹

4

まで

寫し

濟

に

なれ

ば

、

全部

卷き

ご

って

、

裝置

する

時

の

要

頜

で

カメラ

から

ときえラれぅ

取出し

ます

。

卷き

取っ

た

ネルム

に

は

ふういん

し

」

封

泉

が

つい

て

居り

ます

から

、

固く

卷

かたま

き

締め

て

封

を

し

て

、

ト

n

go

の

蟛あ

Den

が

直射

せ

ぬ

灰

なら

、

明るい

所

でも

差

こう

ちょくしゃ

ところ

支

へ

あり

ませ

ん

。



10

(
圖
五
第)

で

れ

寫し

て

濟

ん

だら

現像

を

現像

は

押入

を

お

部屋

を

外

から

の

光線

が

少し

も

近

入ら

ない

核

に

し

て

、

カメラ

の

でんき

う

箱

を

(

第

五

圖

)

の

様

に

し

て

電球

に

おほひ

、

あかこう

せ

ん

よ

赤い

光線

に

依っ

て

致し

決す

。

い

に

現像

に

取か

^

る

前

に

左

の

用意

を

そ

60

沙沙

.

\u003e

ぞうざろ熏い

沪

しわ

うえき

は

2

.

ら

-9

た

の

現像

皿

1

枚

に

現像

液

な

半分

位

他

まいてい

ちゃくえき

はんぶん

、

ミゐい

の

1

枚

に

定着

液

を

半分

位

入れ

ます

。

別に

みづあちょぅしみづ

なに

せいめん

きとう

い

水洗

3

用

の

淸水

な

例

か

洗面

器

等

に

入れ

ま

す

。

さん

ようい

他

に

手拭

を

1

本

用

ぞ

ます

。

これ

は

、

現

かたき

どう

しゃ

う

む

?

き

y

いちゃくえき

像

液

定着

液

は

敵

同志

の

様

な

もの

で

、

.

えきはい

4S

a

ら

手

に

つい

た

液

が

這入っ

た

の

で

も

その

カ

な

うしな

まぜあ

は

失ひ

ます

から

、

混合

せ

ぬ

樣

、

he

#

5

拭

くため

の

もの

で

あり

ます

。

e

-

24

ぅえき柑

-2

どくわし

注意

て

r

.

とう

現像

液

の

温度

は

華氏

六

十

五

度

が

なつす

為尤セ加

適當

です

が

、

夏

は

水

淵

が

高まり

フヰルム

くすり

と

つめ

の

薬

が

溶ける

慮ひ

が

あり

ます

から

、

冷た

づこ

ほり

よ

y

うぜつ

い

井戸水

か

氷

に

依っ

て

調節

し

て

下さい

。

そ

E.

..r

?

たいふゆおん

と

うえき

た

砂

うあた

A

其蠲

に

冬

は

温湯

で

液

加

多少

溫

め

て

下さ

いよく

現像

に

…

ようい

げんむぅと

用意

が

出來

たら

現像

に

取り

か

り

ます

が

先

づ

、

卷加

伸し

て

裏

の

紙

や

卷軸

を

全部

取

去り

ます

。

次に

フヰルム

の

兩端

を

持っ

て

氣泡

の

つか

ぬ

様

に

水

に

浸し

ます

さ

直ぐ

軟

に

なり

ます

から

、

まきの

は

うらかみ

まきぢくせ

-2

ぶとり

さ

つぎ

些っくし

ゃうみづ

す

やわ

次に

膜

面

を

下

にて

たん

け

-2

ぞうえき

さ

うひた

一端

から

現像

液

の

皿

に

浸し

ます

。

そして

en

ひ

た

(

第

六

圖

)

の

に

、

他

の

端

tera

-

-

ん

を

忞他

の

端

まで

浸すピ云ふ

ふう

に

、

ert

十

度

も

兩手

を

上下

し

て

繰り返し

ます

。

求

たた

l-

-

はし

ひ

に

なんど

れら

:

ゃうけ



13

12

(圖
六
第

)

これ

繰り返し

て

ゐ

ます

-

だん

/

\\

に

くろゑ

黑沿

が

現れ

て

、

すぐ

立派

な

寫眞

に

なり

あら

は

りつ

は

しゃしん

めいあん明暗

は

實物

と

逆

で

所謂

陰畫

に

な

じっぷっ芝冬

くいわ

2

る

5-27

#

6

すが

、

って

居リ汰す

。

然し

、

未だ

皿

から

出し

て

は

なり

ませ

ん

。

がほじヤう

伃くかヘ

ぜんめ

~

間

、

上下

な

繰り返し

て

ゐ

ます

-

全面

は

ゃうくろ

せんこく

せ

かくめい

一

樣

に

黒ずん

で

、

果ては

先刻

まで

折角

明

れうみ

瞭

に

見え

た

陰畫

も

黒っぽく

わから

なく

な

いんユくろ

せんめ

?

き

ていど

程度

に

まで

進め

ば

、

みづあらいた

ふた

A

これ

を

再び

滑面

器

浄

.zs

*

SM

.

きあら

.

で

水洗

ひ

致し

ます

、

これ

は

現像

液

を

#

5

なが

流す

ため

です

から

清水

の

中

で

二

三

回

うへレだくりかヘ

上下

を

繰返す

だけ

で

その

目的

を

達せ

られ

し

みづなか

かい

次に

定着

に

移り

ます

みづあら

ていちゃくえきさろ

水洗

ひ

が

終っ

たら

、

定着

液

の

皿

で

、

どうやら

ぜんめんえ

3

へいきん

さ

よう

前

と

やラちらい

けんやう

21

つや

うた

じゃ

うけ

現像

同

樣

絶えず

上下

に

し

ます

。

そして

フヰルム

の

牛乳

色

の

部分

が

なくなる

まで

ふつう

あか

普通

の

嬰

い

電燈

-av

らし

て

は

なり

ませ

でんとう

ぎうに

ういろぶ

ぷん

すっかり

に

なくなる

未

ていちゃくつ

Aq

定着

な

續

け

て

、

ぜんめん

とうめい

やがて

全面

が

透明

に

なっ

e

-

24

うでき

たら

、

もう

現像

は

出來

まし

た

の

です

。

現像

時間

その他

の

注意

e

-

7A

うえう

じかん

けんね

うえき

さら

c

ゐつぎ

みづあらひ

1

.

うほど

、

ていちゃくえき

さ

うこ

じかん

ぷんぐらゐ

ふつう

分

位

が

普通

で

あり

ます

。

然し

、

この

時間

力

なら

さつえい

は

必ずしも

一定

し

て

は

居り

ませ

ん

。

撮影

ときろしゅつ

じかん

ながと

n

みぢか

とき

の

時

の

露出

時間

が

永い

時

は

短い

時

より

も

えき

九

1

ゃくえき

こと

き

うす

とき

-

藥液

の

濃い

時

は

薄い

時

より

も

、

夏

に

液溫



とー

て

面

!

の

高い

時

は

冬

の

冷たい

時寺

も

、

各々

短

かく

て

すむ

もの

で

あり

ます

。

さて

、

現像

が

終リ

定着

が

すん

だら

げ

z

雫っ壘

は

ていちゃく

水洗

ひで

あり

ます

はあひせ

2

めんきみづ

どとり

か

この

場合

、

洗面

器

の

水

を

一度

取

換え

て

フ

ヰルム

を

浸し

、

靜

かな

所

に

置き

、

五

分

みづ衬

けす

十分

位

每

に

水

を

取り換え

ます

。

水榕が水

どうせ

2

勾

よう

道禁

利用

し

て

、

常に

水

が

流れる

様

に

す

つね孩

づな

が

れば

想

的

で

あり

ます

。

そして

約

1

時

かん

の

ちと

2

:

E

の

後

、

取り出し

て

絮

な

切リ

風通し

の

よい

齶

ない

清潔

な

人

の

觸

れ

ない

安全

な

ela2

に

、

ピン

か

洗濯

樊

さめ

、

ぶら

下

げて

置き

ます

。

あんぜん

燒

付け

について

やきつけ

、

じゅんび

けんぞう

ときおな

焼付

の

準備

は

現像

の

時

と

同じ

で

、

先づ現

*

うえき

てい

ちゃくえき

、

じゅんび

像

液

と

定着

液

と

を

準備

し

ます

そして

印

盡紙

の

包み

開け

th

す

。

いん

畫紙

は

濕氣

や

光

影

(

*

わししつ

しこく

しょく

洩れ

な

防ぐ

ため

に

パラフィン

紙

さ

黑色

驾包

ん

で

あり

ます

から

、

1

枚

出し

たら

潔りな

态包

ん

で

置き

ます

。

印

畫紙

の

感光

き

を

つけ

て

ある

面

は

何となく

形

に

平坦

で

、

紙

の

裏

の

生地

の

方

は

、

寺

に

直角

に

照

さ

せる

と

明らか

に

て

ゐる

紙

の

ま

かんこう

4

らへいた

めんかん

ちをかく

ネ

みうらきぢ

ことみ

と

の

事

が

認め

られ

ます

。

い

-2

.

わしホ

、

めんち

laur

けあせ

注意

印

畫紙

の

琶脂

氣

や

汗ばん

だ

he

、

水氣

を

拭か

め

手

で

觸

れ

て

なら

は

勿論

、

なるべく

指

紋

を

つける

こと

を

さ

ける

樣

に

、

初め

の

中

注意

する

と

自然

に

取

あつかか

た

な

リ

扱

ひ

方

は

馴れ

て

來

るもの

で

あり

ます

。

第

5-2

ぐわし

ようい

でき

七

印

畫紙

の

用意

が

出

來圖

まし

たら

、

y

んぷやき

添附

0

%

枠

硝子

を

乾い

た

布

で

5.

よく

拭き

清め

、



·

求

くめん

ラヘ

(

第

七

圖

)

の

様

に

し

て

、

膜

面

を

上

に

し

膜

で

ない

方

を

ガラス

と

合せる

様

に

原板

を

置

き

ます

。

次に

その

原板

の

膜

面

に

、

印

畫紙

やう沙ん决ん

票くめんぁは

の

膜

面

た

合せ

て

重

1

、

ゃうちう

ずれ

援

に

注意

し

やきわく

が

ch

411

て

焼

枠

硝子

な

合せ

ます

。

次に

、

吹

に

、

燒付

露出

な

あたヘる

こと

に

なり

ます

。

焼付

露出

を

與

へる

こと

に

なり

ます

ふつう

浄

ん

倭

ん

普通

の

原板

で

三

十

じかん

が

、

その

時間

は

、

ツ

し

よく

こう

こうけん

-

(

二

十

四

燭光

)

r

よらしざ

の

光源

で

、

距離

一

尺

ろしゅつ

じかん

べラていど

て

とう

露出

時間

三

十

秒

程度

が

遽當

で

あり

ます

。

やきつけろ

し

ゆっ壘

は

5-2

ぐわし

寧

わくがら

ナ

燒付

露出

が

終っ

たら

、

印

畫紙

な

隸硝子

:

し

ゆびさき

けんみつ

||||

诹

リ

出し

て

、

端

を

指先

で

つまみ

現像

液

の

中

に

月

tfi

ふ

下

に

し

て

手早く

浸し

ます

然し

まだ

手

を

離さ

ず

に

、

直ちに

出し

て

、

ふた

A

た

*

A

再び

直ちに

つける

と

云

ふ

風

に

繰り返し

ま

いふうく

か

へ

まくめ

2

えきへい

ん

ふちやく

れ

は

䏟面

に

液

な

益

に

付着

さ

せる

ため

で

、

x4

泡

など

の

つか

ない

だ

注意

また

あわ

や

うち

うい

も

ゆだん

えきさ

ぱ

なり

ませ

ん

。

若し

油膨

する

と

、

液

の

作

ょう

ふへいーん

用

が

不

平均

に

なっ

て

、

地圖

の

様

な

斑

點

が

ちづ參

うは

、

25J

-

2

出來

たり

、

また

あわ

タ

、

しろまる

の

こ

氣泡

の

ため

に

白い

丸

が

殘

っ

たり

致し

ます

。

まくめん

うく

えきひた

五

六

回

さう

し

たら

膜

面

を

上

に

し

て

液

に

浸

し

手

な

離し

ます

。

そして

、

絶えず

皿

を

ながなが

じかんい

リ

動かし

乍

ら

眺め

て

居

ます

と

、

時間

で

式

(

Y

十

秒

か

十

五

秒

位

1

、、

畫像

の

暗い

雰

あらははじ

から

現れ

初め

ます

。

なほつ

*

A

E-

續

け

て

皿搖り

動かし

て

ゐ

ます

と

、

にわ衣

うぜんじこ

畫像

は

漸次

濃亮增

し

ます

が

、

ちラい

注意

し

て

しろぷぶんけしき

そら

2a

づじん

7-

-

見る

の

は

白い

部分

(

景色

なら

空

か

水

·

人

像

なら

顔

5

%

の

明るい

部分

)

で

その

詭子

かほ

·

て

ぶぶん

て

う

-
』



出

\

み

ラメカトッケポ

板乾

.

個
ーラメカ

付枠取

·

ムルキフ

錢拾
五圓五價定

01

が

現

4M

..

たら

、

手早く

清水

の

中

に

持つ

かいく

ゆ

、、

わうえき

たま

^

浸し

て

、

二

三

回

繰り返し

て

邦像

液

あ

..

なが

を

洗ひ

流し

ます

。

つぎ

憲

くめん

うはむき

次に

膜血

な

上向

に

し

て

手早く

定着

液

の

皿

はやて

いち

欠くえ

r

さら

に

入れ

、

その

皿

な

續

け

て

リ

動かし

ます

どう

?

)

さら

五

六

度

動かし

たら

、

皿

から

手

を

而

と後

は

定着

作用

の

進行

する

に

まか

そして

闢

し

て

、

せ

て

よい

の

で

あり

ます

然し

時血ふ

搖

って

液

を

動かし

、

膜

面

が

液

から

外

に

出る

の

な

翠ら

、

十分

位

ていちゃく

きょうしんかう

と

きぐ

さら

ゆす

きら

ご

めん

そと

で

ふせねか

a

んくらゐ

みづあろ

さらさ

し

て

取出し

、

水

#

5

に

移れ

ば

操作

を

終る

の

で

あり

ます

。

水洗

ひと

乾燥

の

注意

み

、、

あら

じ

かんな

が

ほど

りうナゐ

水

#

5

の

時間

は

長い

程よく

、

流水

で

三

十

si

-
2

ないし

じかん

と

きぐ

た

すうぃんぐ

わし

じや

うゆ

分

乃至

1

時間

、

時々

多數

の

印

畵紙

の

上下

、

の

重

な

リ

を

變え

たり

、

水

加

取挨

えなリ氣

を

つけ

ます

?

みづあら

.

)

すゐとり

が

ーーーノー

冰洗

ひ

が

終っ

たら

、

瓣い

た

布

か

罭織

で

輕く

餘分

の

水

な

去り

、

ピン

か

クリップ

で

11

か

セなはし

三

十

鴨居

か

棚

の

端

に

でも

吊し

て

置く

と

ぷんくら

分

位

で

よく

乾き

ます

。

かう

し

て

アサヒ

カメラ

を

卒業

し

たら

…

し

熏い

ひん

アサヒ

カメラ

の

姉妹

品

に

ポケット

カメラ

かんはん

が

あり

ます

。

此

の

カメラ

は

乾誓フ牛ル

けんよう

ム

兼用

で

、

大人

の

握拳

の

中

に

這入っ

て

仕

熏く

.

ゐ

こがた

舞

ふ

位

の

小型

な

、

精巧

な

カメラ

で

あり

ま

おとな

にぎり

こ

Tw

しなか

はい

せいこう

す

。

:

ゆくれん

アサヒ

カメラ

で

熟練

し

たら

是非

ポケ

ットカメラ

なおす

め

し

ます

?

ラ

板付
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トスアフ
ラメカ級

高豹衆大

同
同
同

六
六

() () ()○ (

(

西物並

說明

霋最

寄り

の

寫眞

店

て

徇麑

下さい

)

カカ

ラメ

フ

ファスト

カメラ

は

アマチュア

の

要求

に

ぴ

S

た

リ

あっ

た

最も

手頃

な

大

名刺判

(

G.5x

9

)

カメラ

で

、

レンズ

は

有名

な

獨逸

ロー

デン

ストック

會社

製

トリ

ナー

アナス

チグ

マット

、

シャッター

は

定評

ある

バリオ

亜

に

コンパー

、

小

二

段

伸

繰出

付

体裁

優美

、

價格

至廉

、

構造

精巧

瞅牢

等

他

の

追

從

を

許

ろさぬ

數

々

の

特長

は

ファスト

カメラ

の

誇

リ

として

愛用

者

の

等しく

卻

賞讚

下さい

ま

す

もの

です

。

金

屬製

取枠

三

枚

、

パック

ホルダー

付

トリ

ナー

アナス

チグ

マット

レンズ

付

F

六

.

三

新

バリオ

シャター

付

三

11-00

F

四

.

五

オート

バリオ

同

付

四

0.00

F

四

·

五

ィブソール

同

付

五

0.00

F

四

.

五轹

コンバー

同

付

六

0.00

F

四

.

五

オート

コンパー

同

付

六

五

.00

トカ

ファスト

カメラ

の

姉妹

品

で

、

金

屬製

の

大

名刺

型

卷フ牛

ルム

用

ポケット

カメラ

、

六

枚

の

撮影

が

出來

、

白

晝何

處

で

も

フ

ヰ

ルム

の

入替

が

出來る

ので

、

旅行

携帶

用

ピ

し

て

最も

便利

で

ある

と共に

、

スケッチ

寫

眞

用

として

絶大

の

好評

を

博し

て

居

ます

機構

の

堅牢

優美

な

ファスト

カメラ

と

同社

製品

です

から

其點

推し

て

知る

べき

で

、

フ

アスト

カメラ

と共に

御

愛用

願

ひ

ます

。

トリ

ナー

アナス

チグ

マット

レンズ

付

F

:

六

.

三

パリオ

シャター

付

1111

I.CO

F

四

·

五

F

四

.

五

、

ブソール

同

五

0.00

F

四

.

五

F

四

·

五

同

111

九

.00

コンパ

-

新

コンパー

同同

五

八

.30

六

五

.CO

「

(

賞

物

並

說明

非

最寄り

の

寫眞

店

で

御

覽

下さい

)
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金
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紙
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